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◇ここで習う人名の予習をしましょう。漢字は「読み」「なぞり書き」「書き」をします。 

桓
かん

武
む

天皇
てんのう

  （      ） 桓武天皇 

坂上田村麻呂
さかのうえのたむらまろ

（      ）坂上田村麻呂 

空海
くうかい

    （      ） 空海 

最澄
さいちょう

    （      ） 最澄 

菅原道真
すがわらのみちざね

   （      ） 菅原道真 

藤原
ふじわらの

道長
みちなが

   （      ） 藤原道長 

藤原頼通
ふじわらのよりみち

   （      ） 藤原頼通 

紀貫之
きのつらゆき

      （      ） 紀貫之 

清少納言
せいしょうなごん

    （      ） 清少納言 

紫式部
むらさきしきぶ

     （      ） 紫式部 

平 将 門
たいらのまさかど

    （      ） 平将門 

藤原
ふじわらの

純友
すみとも

   （      ） 藤原純友 

清原
きよはらの

清衡
きよひら

   （      ） 清原清衡 

白河
しらかわ

上皇
じょうこう

   （      ） 白河上皇 

後白河
ごしらかわ

天皇
てんのう

  （      ） 後白河天皇 

平 清 盛
たいらのきよもり

    （      ） 平清盛 

３．平安時代 

ステップ１ 予習 

よみ なぞり書き 書き 
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  この単元の参考資料 

平安時代 年表 

 年     主な出来事 

７９４   平安
へいあん

京
きょう

に都
みやこ

を移
うつ

す 

８０２   坂上田村麻呂
さかのうえのたむらまろ

が蝦夷
え み し

を征討
せいとう

 

８０５   最澄
さいちょう

が天台宗
てんだいしゅう

を開
ひら

く 

８０６   空海
くうかい

が真言宗
しんごんしゅう

を開
ひら

く 

８９４   遣唐使
けんとうし

中止
ちゅうし

（菅原道真
すがわらのみちざね

） 

９３９   平 将 門
たいらのまさかど

の乱
らん

・藤原
ふじわらの

純友
すみとも

の乱
らん

 

１０１６  藤原
ふじわらの

道長
みちなが

が摂政
せっしょう

になる 

１０５１  前
ぜん

九年
く ね ん

の役
えき

 

１０５３  平等院
びょうどういん

鳳凰堂
ほうおうどう

が完成
かんせい

 

１０８３  後
ご

三年
さんねん

の役
えき

 

１０８６  白河
しらかわ

上皇
じょうこう

が院政
いんせい

を開始
か い し

 

１１５６  保元
ほうげん

の乱
らん

 

１１５９  平治
へ い じ

の乱
らん

 

１１６７  平 清 盛
たいらのきよもり

が太政
だじょう

大臣
だいじん

になる 
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図１ 真言宗と天台宗 

 

                     比叡山 延暦寺（天台宗） 

 

 

                     高野山 金剛峰寺（真言宗） 

 

 

図２ 保元の乱と平治の乱〔武士の力によって決着した２つの乱〕 

保元の乱：後白河天皇と崇徳上皇の争い。 

 天皇家 藤原氏 平氏 源氏 

勝ち 後白河
ごしらかわ

天皇
てんのう

 藤原
ふじわらの

忠通
ただみち

 平 清 盛
たいらのきよもり

 源 義 朝
みなもとのよしとも

 

負け 崇
す

徳
とく

上皇
じょうこう

 藤原
ふじわらの

頼長
よりなが

 平
たいのら

忠
ただ

正
まさ

 源 為 義
みなもとのためよし

・源 為 朝
みなもとのためとも

 

 

平治の乱：〔藤原氏の対立〕と〔平氏と源氏の対立〕がからんで起きた争い。 

 藤原氏 平氏と源氏 

勝ち 藤原
ふじわらの

道
みち

憲
のり

 平 清 盛
たいらのきよもり

・平 重 盛
たいらのしげもり

・ 平
たいらの

頼
より

盛
もり

 

負け 藤原
ふじわらの

信頼
のぶより

 源 義 朝
みなもとのよしとも

・ 源
みなもとの

義
よし

平
ひら

・源 頼 朝
みなもとのよりとも
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３．平安時代 

◇ 説明文中の重要語句と、説明文にあてはまる人物名をなぞりましょう。 

① 平城
へいじょう

京
きょう

（奈良県
な ら け ん

）における僧侶
そうりょ

の政治
せ い じ

介入
かいにゅう

から離
はな

れるため、 

７９４年
ねん

に平安京（京都府
きょうとふ

）に遷都
せ ん と

した。 

 

② 桓
かん

武
む

天皇
てんのう

より征夷大将軍に任命
にんめい

され、蝦夷を征討
せいとう

した。 

 

③ 遣唐使
けんとうし

として２年間
ねんかん

唐
とう

で仏教
ぶっきょう

を学
まな

び、帰国後
き こ く ご

は真言宗を開
ひら

き、 

高野山
こうやさん

（和歌山県
わ か や ま け ん

）に金剛峯寺を建
た

てた。 

 

④ 遣唐使
けんとうし

として１年
ねん

ほど唐
とう

で仏教
ぶっきょう

を学
まな

び、帰国後
き こ く ご

は天台宗を開
ひら

 

き、比叡山
ひえいざん

（京都府
きょうとふ

と滋賀県
し が け ん

にまたがる山
やま

）に延暦寺を建
た

てた。 

 

⑤ ８９４年
ねん

に、遣唐使の中止
ちゅうし

を建議
け ん ぎ

。宇多
う た

天皇
てんのう

に重用
ちょうよう

されたが、 

讒言
ざんげん

により太宰府
だ ざ い ふ

に左遷
さ せ ん

された。 

讒言【ざんげん】他人を陥れるために事実を曲げたり、有りもしないことを作り上げ 

たりして、目上の人に告げること。 

 

⑥「この世
よ

をばわが世
よ

とぞ思
おも

ふ
う

望月
もちづき

の欠
か

けたることのなしと思
おも

へ
え

ば」 

の歌
うた

で有名
ゆうめい

な、摂関政治の絶頂
ぜっちょう

を極
きわ

めた人物
じんぶつ

。 

 

ステップ 2 なぞり書き 

桓武天皇 

 

へいあんきょう 

せいいたいしょうぐん えみし 

しんごんしゅう 

こんごうぶじ 

てんだいしゅう 

えんりゃくじ 

けんとうし 

せっかんせいじ 

坂上田村麻呂 

 

空海 

 

最澄 

 

菅原道真 

 

藤原道長 
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３．平安時代 

⑦ 藤原
ふじわらの

道長
みちなが

の子
こ

。道長
みちなが

の後継者
こうけいしゃ

として若
わか

くして摂政
せっしょう

となる。当時
と う じ

 

は多
おお

くの人々
ひとびと

に浄土信仰が受
う

け入
い

れられていたが、この世
よ

に 

極楽
ごくらく

浄土
じょうど

を再現
さいげん

しようと平等院鳳凰堂を建設
けんせつ

した。 

 

⑧ 初
はつ

の勅撰和
ちょくせんわ

歌集
かしゅう

、『古今和歌集』を編纂
へんさん

した中心
ちゅうしん

人物
じんぶつ

。 

『土佐
と さ

日記
に っ き

』の作者
さくしゃ

。 

 

⑨ 宮廷
きゅうてい

生活
せいかつ

を綴
つづ

った随筆
ずいひつ

『枕草子』の作者
さくしゃ

。 

 

⑩ 光源
ひかるげん

氏
じ

を主人
しゅじん

公
こう

とし、宮廷
きゅうてい

に生
い

きる人
ひと

の姿
すがた

を描
か

いた長編
ちょうへん

 

小説
しょうせつ

『源氏物語』の作者
さくしゃ

。 

 

⑪ ９３９年
ねん

に、関東
かんとう

で反乱
はんらん

を起
お

こした人物
じんぶつ

。 

 

⑫ ９４１年
ねん

に、瀬戸内海
せ と な い か い

で反乱
はんらん

を起
お

こした人物
じんぶつ

。 

 

⑬ 陸奥
む つ

の国
くに

で、前九年の役・後三年の役を通
つう

じて 

勢力
せいりょく

争
あらそ

いで勝利
しょうり

し、奥州
おうしゅう

藤原
ふじわら

氏
し

の祖
そ

となった。平泉に拠点
きょてん

を置
お

 

き中尊寺金色堂を建
た

てた 

じょうどしんこう 

びょうどういんほうおうどう 

こきんわかしゅう 

まくらのそうし 

げんじものがたり 

ぜんくねん    えき   ごさんねん     えき 

ひらいずみ 

ちゅうそんじこんじきどう 

藤原頼通 

 

紀貫之 

 

清少納言 

 

紫式部 

 

平将門 

 

藤原純友 

 

清原清衡 
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３．平安時代 

⑭ 天皇
てんのう

の位
くらい

を譲
ゆず

り、自身
じ し ん

は上皇
じょうこう

となって、天
てん

皇
のう

の後
うし

ろ盾
だて

として政治
せ い じ

 

の実権
じっけん

を握
にぎ

る院政を始
はじ

めた。また、北面
ほくめん

の武士
ぶ し

を創設
そうせつ

して、院
いん

の御
ご

 

所
しょ

の警
けい

備
び

に当
あ

たらせた。 

 

⑮ 保元の乱（１１５６）で崇徳
す と く

上皇
じょうこう

と争
あらそ

い勝利
しょうり

した天皇
てんのう

。 

 

⑯ 平治の乱（１１５９）において、保元
ほうげん

の乱
らん

で共
とも

に戦
たたか

った 

源
みなもとの

義
よし

朝
とも

と争
あらそ

い勝利
しょうり

する。後白河
ごしらかわ

天皇
てんのう

との関係
かんけい

を深
ふか

め、武士
ぶ し

として 

初
はじ

めて太政大臣となり、政治
せ い じ

の実権
じっけん

を握
にぎ

った。 

 

 

 ① 平安時代に、藤原氏は自らの娘を天皇の后
きさき

にして、その子を天皇に擁立
ようりつ

すること 

 で天皇の外戚
がいせき

として権力を握った。藤原氏は、天皇が幼少のときは（ 摂政 ） 

として、天皇が成人すると（ 関白 ）として政治の実権を握ったほか、朝廷の 

高い地位を藤原氏が独占した。 

 ② 十世紀中ごろは、社会不安が大きくなった。その中で、人々の間では念仏
ねんぶつ

を唱
とな

え、 

阿弥陀仏
あ み だ ぶ つ

を拝むと極楽
ごくらく

浄土
じょうど

に行けるという（ 浄土信仰 ）が盛んとなった。 

   【 語 句 】 

    浄土
じょうど

信仰
しんこう

   摂政
せっしょう

   関白
かんぱく

 

プラスアルファ 

いんせい 

ほうげん   らん 

へいじ    らん 

だじょうだいじん 

白河上皇 

 

後白河天皇 

 

平清盛 
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３．平安時代 

◇ 説明文中の重要語句をなぞり、説明文に合う人物名を右の  に書きましょう。 

① 平城
へいじょう

京
きょう

（奈良県
な ら け ん

）における僧侶
そうりょ

の政治
せ い じ

介入
かいにゅう

から離
はな

れるため、 

７９４年
ねん

に平安京（京都府
きょうとふ

）に遷都
せ ん と

した。 

 

② 桓
かん

武
む

天皇
てんのう

より征夷大将軍に任命
にんめい

され、蝦夷を征討
せいとう

した。 

 

③ 遣唐使
けんとうし

として２年間
ねんかん

唐
とう

で仏教
ぶっきょう

を学
まな

び、帰国後
き こ く ご

は真言宗を開
ひら

き、 

高野山
こうやさん

（和歌山県
わ か や ま け ん

）に金剛峯寺を建
た

てた。 

 

④ 遣唐使
けんとうし

として１年
ねん

ほど唐
とう

で仏教
ぶっきょう

を学
まな

び、帰国後
き こ く ご

は天台宗を開
ひら

 

き、比叡山
ひえいざん

（京都府
きょうとふ

と滋賀県
し が け ん

にまたがる山
やま

）に延暦寺を建
た

てた。 

 

⑤ ８９４年
ねん

に、遣唐使の中止
ちゅうし

を建議
け ん ぎ

。宇多
う た

天皇
てんのう

に重用
ちょうよう

されたが、 

讒言
ざんげん

により太宰府
だ ざ い ふ

に左遷
さ せ ん

された。 

 

⑥「この世
よ

をばわが世
よ

とぞ思
おも

ふ
う

望月
もちづき

の欠
か

けたることのなしと思
おも

へ
え

ば」 

の歌
うた

で有名
ゆうめい

な、摂関政治の絶頂
ぜっちょう

を極
きわ

めた人物
じんぶつ

。 

 

 

ステップ３ 人物名を書く 

へいあんきょう 

せいいたいしょうぐん えみし 

しんごんしゅう 

こんごうぶじ 

てんだいしゅう 

えんりゃくじ 

けんとうし 

せっかんせいじ 
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３．平安時代 

⑦ 藤原
ふじわらの

道長
みちなが

の子
こ

。道長
みちなが

の後継者
こうけいしゃ

として若
わか

くして摂政
せっしょう

となる。当時
と う じ

 

は多
おお

くの人々
ひとびと

に浄土信仰が受
う

け入
い

れられていたが、この世
よ

に 

極楽
ごくらく

浄土
じょうど

を再現
さいげん

しようと平等院鳳凰堂を建設
けんせつ

した。 

 

⑧ 初
はつ

の勅撰和
ちょくせんわ

歌集
かしゅう

、『古今和歌集』を編纂
へんさん

した中心
ちゅうしん

人物
じんぶつ

。 

『土佐
と さ

日記
に っ き

』の作者
さくしゃ

。 

 

⑨ 宮廷
きゅうてい

生活
せいかつ

を綴
つづ

った随筆
ずいひつ

『枕草子』の作者
さくしゃ

。 

 

⑩ 光源
ひかるげん

氏
じ

を主人
しゅじん

公
こう

とし、宮廷
きゅうてい

に生
い

きる人
ひと

の姿
すがた

を描
か

いた長編
ちょうへん

 

小説
しょうせつ

『源氏物語』の作者
さくしゃ

。 

 

⑪ ９３９年
ねん

に、関東
かんとう

で反乱
はんらん

を起
お

こした人物
じんぶつ

。 

 

⑫ ９４１年
ねん

に、瀬戸内海
せ と な い か い

で反乱
はんらん

を起
お

こした人物
じんぶつ

。 

 

⑬ 陸奥
む つ

の国
くに

で、前九年の役・後三年の役を通
つう

じて 

勢力
せいりょく

争
あらそ

いで勝利
しょうり

し、奥州
おうしゅう

藤原
ふじわら

氏
し

の祖
そ

となった。平泉に拠点
きょてん

を置
お

 

き中尊寺金色堂を建
た

てた 

じょうどしんこう 

びょうどういんほうおうどう 

こきんわかしゅう 

まくらのそうし 

げんじものがたり 

ぜんくねん    えき   ごさんねん     えき 

ひらいずみ 

ちゅうそんじこんじきどう 
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３．平安時代 

⑭ 天皇
てんのう

の位
くらい

を譲
ゆず

り、自身
じ し ん

は上皇
じょうこう

となって、天
てん

皇
のう

の後
うし

ろ盾
だて

として政治
せ い じ

 

の実権
じっけん

を握
にぎ

る院政を始
はじ

めた。また、北面
ほくめん

の武士
ぶ し

を創設
そうせつ

して、院
いん

の御
ご

 

所
しょ

の警
けい

備
び

に当
あ

たらせた。 

 

⑮ 保元の乱（１１５６）で崇徳
す と く

上皇
じょうこう

と争
あらそ

い勝利
しょうり

した天皇
てんのう

。 

 

⑯ 平治の乱（１１５９）において、保元
ほうげん

の乱
らん

で共
とも

に戦
たたか

った 

源
みなもとの

義
よし

朝
とも

と争
あらそ

い勝利
しょうり

する。後白河
ごしらかわ

天皇
てんのう

との関係
かんけい

を深
ふか

め、武士
ぶ し

として 

初
はじ

めて太政大臣となり、政治
せ い じ

の実権
じっけん

を握
にぎ

った。 

 

 

 ① 平安時代に、藤原氏は自らの娘を天皇の后
きさき

にして、その子を天皇に擁立
ようりつ

すること 

 で天皇の外戚
がいせき

として権力を握った。藤原氏は、天皇が幼少のときは（ 摂政 ） 

として、天皇が成人すると（ 関白 ）として政治の実権を握ったほか、朝廷の 

高い地位を藤原氏が独占した。 

 ② 十世紀中ごろは、社会不安が大きくなった。その中で、人々の間では念仏
ねんぶつ

を唱
とな

え、 

阿弥陀仏
あ み だ ぶ つ

を拝むと極楽
ごくらく

浄土
じょうど

に行けるという（ 浄土信仰 ）が盛んとなった。 

   【 語 句 】 

    浄土
じょうど

信仰
しんこう

   摂政
せっしょう

   関白
かんぱく

 

プラスアルファ 

いんせい 

ほうげん   らん 

へいじ    らん 

だじょうだいじん 
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３．平安時代 

◇ 歴史人物についての説明文について、（  ）にあてはまる語句を、 

下の  から選んで書きましょう。 

① 平城京（奈良県）における僧侶の政治介入から離れるため、桓武天皇は７９４年に 

（     ）（京都府）に遷都した。 

 

② 坂上田村麻呂は、桓武天皇より（       ）に任命され、 

（     ）を征討した。 

 

③ 遣唐使として２年間唐で仏教を学んだ空海は、帰国後に（     ）を開き、

高野山（和歌山県）に（     ）を建てた。 

 

④ 遣唐使として１年ほど唐で仏教を学んだ最澄は、帰国後に（     ）を開き、

比叡山（京都府と滋賀県にまたがる山）に（     ）を建てた。 

 

⑤ 菅原道真は、８９４年に（     ）の中止を建議。宇多天皇に重用された

が、讒言により太宰府に左遷された。 

 

蝦夷   延暦寺  真言宗  平安京  金剛峯寺  

天台宗  征夷大将軍  遣唐使 

 

ステップ４ 重要語句の確認 
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３．平安時代 

⑥「この世をばわが世とぞ思ふ望月の欠けたることのなしと思へば」の歌で有名な藤原道長

は（     ）の絶頂を極めた人物である。 

 

⑦ 藤原道長の子である藤原頼通は、道長の後継者として若くして摂政となる。当時は多く

の人々に（     ）が受け入れられていたが、この世に極楽浄土を再現しようと 

（     ）を建設した。 

 

⑧ 紀貫之は、初の勅撰和歌集『（     ）』を中心となって編纂した。 

『土佐日記』の作者でもある。 

 

⑨ 清少納言は、宮廷生活を綴った随筆『（     ）』を書いた。 

 

⑩ 紫式部は、光源氏を主人公とし、宮廷に生きる人の姿を描いた長編小説 

『（     ）』を書いた。 

 

浄土信仰  枕草子   平等院鳳凰堂  

  摂関政治  源氏物語  古今和歌集 
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３．平安時代 

⑪ ９３９年、平将門が（     ）で反乱を起こした。 

 

⑫ ９４１年、藤原純友が（     ）で反乱を起こした。 

 

⑬ 陸奥の国で、（            ）を通じて勢力争いで勝利した 

清原清衡は、奥州藤原氏の祖となった。（     ）に拠点を置き、 

（     ）を建てた。 

 

⑭ 白河上皇は、天皇の位を譲り、自身は上皇となって、天皇の後ろ盾として政治の実権を

握る（     ）を始めた。また、北面の武士を創設して、院の御所の警備に当たら

せた。 

 

⑮ 後白河天皇は、（     ）（１１５６）で崇徳上皇と争い勝利した。 

 

⑯ 平清盛は、（     ）（１１５９）において、保元の乱で共に戦った源義朝と

争い勝利する。後白河天皇との関係を深め、武士として初めて（     ）となり、 

政治の実権を握った。 

 関東  中尊寺金色堂  院政  前九年の役・後三年の役   

 平泉  平治の乱  太政大臣  保元の乱  瀬戸内海 


